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欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
持
続
可
能

な
経
済
に
向
け
、
グ
リ
ー
ン
ジ
ョ

ブ
、
グ
リ
ー
ン
成
長
、
グ
リ
ー
ン
投

資
を
支
援
す
る
。
民
間
セ
ク
タ
ー
へ

の
十
分
な
資
金
供
給
を
促
す
た
め
、

投
資
家
が
気
候
変
動
に
プ
ラ
ス
と
な

る
投
資
を
見
極
め
る
た
め
の
情
報
提

供
は
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の

提
言
は
非
常
に
重
要
だ
。
Ｅ
Ｕ
は
独

自
に
開
示
に
関
す
る
規
則
な
ど
、
気

候
変
動
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

企
業
に
提
供
。
そ
の
中
に
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

提
言
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は

今
年
４
月
に
「
企
業
持
続
可
能
性
報

告
指
令
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
）
」
案
を
公
表

し
た
。
企
業
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
報
告
を
包
括
的
に
求
め
、
透
明
性

を
高
め
る
狙
い
を
持
つ
。
人
権
尊

重
、
機
会
均
等
、
労
働
条
件
等
、
幅

広
く
網
羅
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

開
示
報
告
に
つ
い
て
国
際
的
な
整
合

性
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

　
日
本
は
昨
年
「
2
0
5
0
年
ま
で

に
温
暖
化
ガ
ス
の
実
質
排
出
ゼ
ロ
を

目
指
す
」
と
画
期
的
な
目
標
を
明
ら

か
に
し
た
。
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
へ
の
期
待
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い

る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
財
務
報
告

は
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
の
推
進
に
お

い
て
、
企
業
の
取
り
組
み
を
評
価
す

る
上
で
基
礎
と
な
る
も
の
。
そ
こ
で

第
26
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
に
向

け
、
主
要
な
国
や
地
域
に
対
し
て
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
を
義
務
化
す
る
た
め
の

道
筋
を
明
確
化
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
を
起
点
に
、
一

貫
性
の
あ
る
強
固
な
指
標
づ
く
り
を

推
進
し
、
活
用
を
促
し
て
い
く
考
え

だ
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
金
融
機
関

の
リ
ス
ク
管
理
支
援
だ
け
で
な
く
、

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
へ
の
移
行
に
関
連
し
た

事
業
支
援
と
な
り
、
持
続
可
能
な
世

界
の
構
築
に
つ
な
が
る
。

　
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
は
い
ま
88
カ
国

2
5
0
0
以
上
の
企
業
・
機
関
が
賛

同
し
、
世
界
中
の
国
と
地
域
で
気
候

リ
ス
ク
開
示
は
義
務
と
い
う
レ
ベ
ル

に
近
づ
い
て
い
る
。
６
月
の
主
要
７

カ
国
（
Ｇ
７
）
財
務
大
臣
・
中
央
銀

行
総
裁
会
議
で
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
基

づ
い
た
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
の

義
務
化
を
支
持
す
る
共
同
声
明
が
出

さ
れ
、
主
要
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）

財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
で

も
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
基

づ
い
た
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
の

促
進
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
情
報
開
示

標
準
化
の
策
定
に
つ
い
て
国
際
会
計

基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
財
団
と
い
っ
た

基
準
設
定
機
関
や
欧
州
委
員
会
が
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
を
基
準
に
進
め
て
い
る
。
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の

注
目
が
高
ま
る
中
、Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
が
効

果
的
な
開
示
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
状
況
だ
。

　
物
価
の
安
定
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
と
い
う
日
本
銀
行
の
使
命
に
沿

っ
て
、
気
候
変
動
問
題
に
対
し
、
今

年
７
月
に
包
括
的
な
取
り
組
み
方
針

を
決
定
し
た
。
１
つ
目
は
金
融
政
策

面
で
の
対
応
。
中
央
銀
行
と
し
て
民

間
の
気
候
変
動
対
応
の
支
援
は
マ
ク

ロ
経
済
の
安
定
に
つ
な
が
る
。
そ
こ

で
一
定
の
開
示
を
行
う
金
融
機
関
を

対
象
に
、
気
候
変
動
対
応
投
融
資
を

バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
資
金
供

給
制
度
を
導
入
す
る
。
２
つ
目
は
金

融
シ
ス
テ
ム
面
で
の
対
応
。
気
候
関

連
金
融
リ
ス
ク
の
把
握
や
管
理
に
関

す
る
金
融
機
関
の
取
り
組
み
の
後
押

し
な
ど
に
よ
り
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
確
保
と
金
融
仲
介
機
能
の
円
滑

な
発
揮
を
目
指
す
。
３
つ
目
が
日
本

銀
行
自
身
の
対
応
。
１
事
業
体
と
し

て
、
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
削
減
や
省

エ
ネ
へ
の
配
慮
、
気
候
変
動
へ
の
対

応
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
行
う
。

　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
は
、
2
0
5
0
年
ま

で
に
世
界
90
億
人
以
上
が
地
球
の
限

界
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ

ー
）
を
超
え
ず
、
豊
か
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
企
業
行
動
の
指

針
と
な
る
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ  

2
0
5
0
:

Tim
e to Transform

」
を
公
表
し

て
い
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
は
、

長
期
的
な
強
靭
性
の
構
築
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
再
生
力
向
上
、
そ
し
て
資
本
主

義
再
構
築
に
向
け
た
変
革
が
必
要

だ
。
今
後
資
本
市
場
で
の
評
価
は
財

務
情
報
だ
け
で
な
く
、
気
候
変
動
へ

の
考
慮
が
欠
か
せ
ず
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提

言
は
そ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
つ
ま

り
、
企
業
や
投
資
家
が
気
候
関
連
の

リ
ス
ク
と
機
会
を
伝
え
、
管
理
す
る

た
め
の
共
通
言
語
と
な
る
。
今
後
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
基
づ
く
開
示
の
質
と
量
の

向
上
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
取

り
組
み
が
持
続
可
能
な
世
界
実
現
に

向
け
た
変
革
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
。

 

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
日
本
は
賛
同
企
業
・
機
関
数

世
界
一
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
開
示

の
質
が
着
実
に
向
上
し
て
い
る
。
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に

は
、
低
炭
素
化
に
よ
る
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
、
技
術
進
歩
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
適
切
な
評
価
が
欠
か
せ
な
い
。
そ

こ
で
今
回
「
グ
リ
ー
ン
投
資
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
を
改
訂
し
た
。
気
候
変
動
に

積
極
的
な
企
業
が
評
価
さ
れ
、
資
金

供
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
産
業

界
、
金
融
界
、
政
府
が
対
話
す
る
場

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
と
し
て
引
き
続
き
支
援
し
て
い

く
。
プ
ラ
イ
ム
市
場
で
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

開
示
の
実
質
義
務
化
で
、
い
ま
国
内

の
賛
同
者
は
加
速
度
的
に
増
え
て
い

る
。
我
々
の
活
動
は
国
際
的
に
も
注

目
さ
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
進
展

に
今
後
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

ヴァルディス・ドンブロフスキス

マーク・カーニー

ピーター・バッカー

メアリー・シャピーロ

0 200 400 600 800

　「気候関連財務情報開示タスクフォ
ース（ＴＣＦＤ）」は、20カ国・地域（G20）
の要請を受けて、金融安定理事会（ＦＳＢ）
が気候関連の情報開示および金融機関
の対応を検討するため、2015 年 12 月に
設立された。従来の財務情報に加え、
環境、社会、ガバナンスなどの要素を
考慮して投資先を判断するＥＳＧ投資へ
の注目が高まる中、投資家が適切な投
資判断をする上で必要となる気候関連
財務情報の開示を企業に促し、金融を
通じて企業の環境問題への取り組みを
促進させるのが、ＴＣＦＤの目的である。
　ＴＣＦＤは17年6月に最終報告書を公
表し、企業等に対して気候変動リスク
や事業機会について、他の財務情報と
同様、投資家などに開示するよう提言
した。ＴＣＦＤ提言では①ガバナンス：
どのような体制で検討し、それを企業
経営に反映しているか②戦略：短期・
中期・長期にわたり、企業経営にどの
ように影響を与えるか、またそれにつ

いてどう考えるか③リスク管理：気候
変動リスクについて、どのように特定、
評価し、またそれを低減しようとしてい
るか④指標と目標：リスクと機会の評
価について、どのような指標を用いて
判断し、目標への進捗度を評価してい
るか――の開示を推奨している。
　21年9月27日現在、世界で2511の企
業・機関がＴＣＦＤに賛同を表明。その
中で日本は最も多い504の企業・機関が
賛同を表明している。次いで英国の
384、米国の338、オーストラリアの
122、フランスの114となっている。
　日本では19年5月に「ＴＣＦＤコンソ
ーシアム（会長：伊藤邦雄一橋大学ＣＦ
Ｏ教育研究センター長）」が設立され
た。同コンソーシアムでは、企業の効
果的な情報開示の在り方などについて
議論を重ねると同時に、ＴＣＦＤの認知
度を広めるために「ＴＣＦＤサミット」
を開催するなど、国内外に積極的な発
信を行っている。今回、19年10月に作成
した「グリーン投資の促進に向けた気
候関連情報活用ガイダンス（グリーン
投資ガイダンス）」を改訂し、グリー
ン投資ガイダンス2.0を公表した。

　気候変動問題は世界共通の喫緊の課題。実効的な排出削減を進めるには、一律のアプ
ローチではなく、各国の実態に応じたグリーン成長への道筋が重要だ。わが国では世界
全体のカーボンニュートラルとストックベースでの二酸化炭素（ＣＯ２）削減「ビヨン
ド・ゼロ」に向け、トランジション（移行）の加速化、革新的技術の確立と社会実装を
推し進めている。経済産業省は10月4日から8日に「東京ビヨンド・ゼロウィーク2021」
を開催。その一環として、第３回の「ＴＣＦD（気候関連財務情報開示タスクフォー
ス）サミット2021」を5日に実施した。産業界、金融界のリーダーが適切な投資判断の
基盤となる開示の拡充を促すため、ＴＣＦD提言の活用について幅広く意見を交換した。

　
日
本
政
府
は
昨
年
10
月
に
2
0
5
0
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言
。
今

年
４
月
に
は
30
年
度
の
新
た
な
温
暖
化
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
と
し
て
、
13
年
度
か
ら

46
％
の
削
減
を
目
指
す
方
針
を
示
し
た
。

第
３
回
を
迎
え
た
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
開
示
に
よ
り
、

投
資
家
と
企
業
の
建
設
的
な
対
話
を
促

し
、
気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

企
業
を
、
金
融
の
力
で
支
え
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、

議
論
を
深
化
さ
せ
て
い
く
場
を
目
指
し
て

い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
は
、
企
業
の
取
り
組
み
と
開
示
、
投
資

家
の
評
価
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ

た
経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
つ
く
り
出
す

こ
と
が
重
要
だ
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
推
進
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
企
業
努
力
の
広
が
り
な
ど
、
成
果

は
着
実
に
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
政
府

と
し
て
「
ビ
ヨ
ン
ド
・
ゼ
ロ
」
に
向
け
た

革
新
的
技
術
の
確
立
と
社
会
実
装
を
図
る

こ
と
で
世
界
の
脱
炭
素
化
を
リ
ー
ド
す
る

と
同
時
に
、
資
金
供
給
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
が
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る

流
れ
を
つ
く
り
出
し
て
い
き
た
い
。

経
済
産
業
審
議
官

　
　
　 

広
瀬  

直 

氏

　
「
東
京
ビ
ヨ
ン
ド
・
ゼ
ロ

ウ
ィ
ー
ク
2
0
2
1
」
の
一

環
と
し
て
、
第
３
回
の
「
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

す
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト

は
世
界
の
経
済
界
、
金
融
界

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の

協
力
を
得
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提

言
に
お
け
る
情
報
開
示
の
さ

ら
な
る
活
用
に
向
け
た
議
論

を
行
う
場
で
あ
る
。
日
本
は

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
賛
同
数
で
世
界
一

を
誇
る
が
、
政
府
と
し
て
今

後
も
開
示
を
支
援
し
、
日
本

が
率
先
し
て
気
候
変
動
対
策

へ
の
貢
献
を
行
う
こ
と
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
。 経済産業相

萩生田  光一 氏

グリーン成長への道筋示す
オープニングリマークス

気候リスクの開示は義務へ

日本のリーダーシップに期待

EUでもTCFD開示重要

日銀、民間と一体で対策推進

資本主義再構築へ変革必要

グリーン投資ガイダンスを改訂
日本
英国
米国

オーストラリア
フランス
カナダ
韓国
台湾
その他

各国・地域のTCFD賛同企業・機関数（2021年9月27 日時点）

■ その他機関
■ 非金融
■ 金融

504
384

338
122
114
104

72
59

814

ＴＣＦＤとは

ウェルカムメッセージ

出所）TCFDコンソーシアムHPより



広　告

　
十
倉
氏
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

不
可
欠
」
と
発
言
。
経
団
連
が
推
進

す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
を
紹

介
し
た
。
こ
れ
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
挑
む
企
業
が
技
術
開

発
や
社
会
実
装
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な

ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
具
体
的
に
表
明

す
る
も
の
。
さ
ら
に
十
倉
氏
は
、
脱

炭
素
へ
の
移
行
に
は
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
技
術
が
重
要
と
強
調
。
そ
の
た
め

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
を
訴
え

た
。

　
山
道
氏
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
で
、
来
年
度

新
設
の
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
会
社
に

は
「
気
候
変
動
に
関
わ
る
リ
ス
ク
お

よ
び
収
益
機
会
が
自
社
に
与
え
る
影

響
」
の
分
析
が
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ

ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
原
則
の
も

と
求
め
ら
れ
る
と
解
説
。「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

な
ど
の
枠
組
み
に
基
づ
い
た
開
示

で
、
質
と
量
と
の
充
実
を
図
っ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　　
冒
頭
、
長
村
氏
が
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開

示
の
進
展
を
受
け
、
複
数
の
基
準
設

定
団
体
が
指
標
統
合
の
動
き
を
見
せ

て
い
る
」
と
現
状
を
報
告
。

　
昨
年
９
月
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社

会
・
企
業
統
治
）
情
報
の
開
示
基
準

作
成
に
取
り
組
む
５
団
体
が
、
気
候

関
連
の
財
務
情
報
開
示
の
基
準
の
統

合
を
掲
げ
、
そ
の
仕
様
を
発
表
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
が
、
国
際

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
基
準
審
議
会

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
の
設
立
を
提
言
。
５

団
体
作
成
の
仕
様
が
今
後
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
に
よ
る
統
合
の
下
、
引
き
継
が
れ

て
い
く
見
込
み
だ
。

　
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
自
身
は
、
基
準
設
定

機
関
で
は
な
い
。
具
体
的
指
標
は
産

業
界
や
国
、
地
域
で
開
発
す
る
こ
と

を
奨
励
し
て
い
る
」
と
ス
ワ
ン
ソ
ン

氏
。
こ
う
し
た
統
合
の
動
き
は
歓
迎

だ
と
い
う
。

　
池
田
氏
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
の
こ
の

分
野
へ
の
参
入
が
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ

ャ
ー
に
な
っ
た
と
指
摘
。
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
に
よ
る
標
準
策
定
は
日
本
に
と
っ

て
も
望
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
金
融

庁
も
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
を
通
じ
、
協

力
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　
一
方
、
岩
永
氏
は
「
排
出
量
だ
け

で
な
く
、
先
を
見
越
し
た
指
標
の
活

用
も
必
要
」
と
語
る
。
同
氏
の
所
属

す
る
ア
ム
ン
デ
ィ
で
は
、
産
業
革
命

以
前
に
比
べ
世
界
平
均
温
度
の
上
昇

を
２
度
以
下
、
さ
ら
に
は
１
・
５
度

に
抑
え
る
た
め
に
許
容
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
と
、
実
際
の
企
業
の
排
出

量
の
軌
跡
を
比
較
す
る
「
温
度
ス
コ

ア
」
を
活
用
。
こ
れ
に
基
づ
き
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
議
論
は
ス
コ
ー
プ
３
で
の

開
示
を
促
す
取
り
組
み
へ
と
進
ん

だ
。
現
在
、
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量

算
定
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
基
準

が
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
だ
。
同
基
準

で
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
３
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
る
。
ス
コ
ー
プ
１
は
自

社
施
設
の
燃
料
消
費
な
ど
に
起
因
す

る
直
接
排
出
。
ス
コ
ー
プ
２
は
自
社

施
設
が
購
入
し
た
電
力
な
ど
に
起
因

す
る
間
接
排
出
。
ス
コ
ー
プ
３
は
材

料
の
調
達
、
配
送
、
製
品
の
使
用
、

製
品
の
廃
棄
な
ど
で
排
出
さ
れ
る
も

の
を
指
す
。

　
ス
ワ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
る
と
「
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
は
ス
コ
ー
プ
３
ま
で
の
開
示
を

以
前
か
ら
提
言
し
て
い
る
。
最
近
、

こ
れ
が
強
調
さ
れ
た
」
と
の
こ
と

だ
。

　
日
立
製
作
所
は
、
こ
の
取
り
組
み

を
す
で
に
始
め
て
い
る
。「
当
社
が

排
出
に
関
わ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
約
80
％
が

ス
コ
ー
プ
３
に
当
た
る
」
と
津
田

氏
。

　
具
体
的
な
施
策
は
３
つ
。
１
つ
目

は
製
品
の
省
エ
ネ
性
能
を
高
め
る
。

２
つ
目
は
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
・
Ｏ

Ｔ
（
制
御
・
運
用
技
術
）
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー

企
業
の
効
率
化
を
進
め
る
。
３
つ
目

は
自
社
が
所
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
へ
の
再
エ
ネ
導
入
だ
。

　
さ
ら
に
津
田
氏
は
現
在
の
開
示
の

指
標
に
は
課
題
も
あ
る
と
指
摘
。

「
気
候
変
動
緩
和
へ
の
貢
献
を
投
資

家
に
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
」
と
訴
え
る
。
環

境
性
能
に
優
れ
た
製
品
の
販
売
が
排

出
削
減
に
つ
な
が
っ
て
も
、
報
告
書

で
の
ス
コ
ー
プ
３
排
出
量
は
増
加
す

る
。

　
「
こ
う
し
た
悩
み
は
製
造
セ
ク
タ

ー
共
通
の
も
の
。
削
減
貢
献
量
も
評

価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
」
と
岩
永

氏
。
実
際
、
17
年
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言

で
は
、
こ
れ
を
受
け
た
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
先
ご
ろ
改
訂
さ
れ
た

「
グ
リ
ー
ン
投
資
の
促
進
に
向
け
た

気
候
関
連
情
報
活
用
ガ
イ
ダ
ン
ス

２
・
０
」
で
も
、
削
減
貢
献
量
の
考

慮
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

指
標
や
開
示
方
法
の
基
準
制
定
が
急

が
れ
る
。

　
岩
永
氏
は
、
企
業
の
気
候
変
動
対

策
の
戦
略
は
１
つ
で
は
な
く
、
様
々

な
形
が
あ
る
と
指
摘
。
評
価
の
仕
組

み
は
「
で
き
る
限
り
活
動
の
全
体
像

が
把
握
で
き
る
も
の
で
あ
る
べ
き

だ
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
一
方
で
投
資
家
に
は
、
報
告
書
に

書
か
れ
て
い
る
情
報
を
ど
う
読
み
解

き
、
解
釈
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
岩

永
氏
は
「
企
業
と
の
対
話
を
通
し

て
、
書
面
か
ら
は
見
え
な
い
ス
ト
ー

リ
ー
を
し
っ
か
り
把
握
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　
最
後
に
長
村
氏
が
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開

示
の
進
展
は
、
同
時
に
い
く
つ
か
の

課
題
も
浮
き
彫
り
に
し
た
。
企
業
と

投
資
家
の
双
方
が
こ
う
し
た
課
題
に

取
り
組
み
、
満
足
で
き
る
評
価
手
法

が
近
い
将
来
登
場
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
語
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
終
え
た
。

十倉氏

山道氏

スワンソン氏

長村氏

池田氏

岩永氏 津田氏

宮園氏

オハンリー氏

フロスト氏

ベーカー氏

菅野氏

重本氏水野氏

　
１
９
０
兆
円
を
超
え
る
年
金
積
立

金
を
国
民
か
ら
預
か
る
ア
セ
ッ
ト
オ

ー
ナ
ー
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
。
理
事
長
の
宮
園

氏
は
「
気
候
変
動
リ
ス
ク
は
あ
ら
ゆ

る
資
産
ク
ラ
ス
、
あ
ら
ゆ
る
銘
柄
に

同
時
に
生
じ
る
。
分
散
投
資
に
よ
る

リ
ス
ク
回
避
は
で
き
な
い
」
と
分

析
。
持
続
的
に
投
資
収
益
を
追
求
す

る
に
は
、
気
候
変
動
緩
和
へ
の
主
体

的
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
と
明

言
し
た
。

　
オ
ハ
ン
リ
ー
氏
は
、
金
融
安
定
理

事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
に
よ
る
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

の
設
置
か
ら
６
年
弱
、
世
界
全
体
の

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
80
％
以

上
を
占
め
る
経
済
圏
で
気
候
変
動
リ

ス
ク
の
情
報
開
示
が
常
識
に
な
っ
た

と
、
こ
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
。

「
気
候
変
動
リ
ス
ク
克
服
の
た
め
の

投
資
家
主
導
の
枠
組
み
と
し
て
、
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
を
支
持
す
る
」
と
語
っ
た
。

 

　
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
基
づ
い
た
情
報

開
示
が
企
業
に
広
が
っ
て
い
る
。
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
水
野
氏
は
ま

ず
、
来
年
度
の
東
京
証
券
取
引
所
の

再
編
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
プ
ラ
イ
ム

市
場
へ
の
上
場
に
は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示

が
不
可
欠
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
直
近
１
年
間
の
企
業
の

情
報
開
示
の
動
向
、
気
候
変
動
へ
の

取
り
組
み
の
変
化
な
ど
を
聞
い
た
。

　
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０

０
プ
ラ
ス
（
Ｃ
Ａ
１
０
０
＋
）
の
進

展
を
挙
げ
た
の
は
フ
ロ
ス
ト
氏
だ
。

Ｃ
Ａ
１
０
０
＋
は
２
０
１
７
年
発
足

の
機
関
投
資
家
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
。
温
暖
化
ガ
ス
排
出
の
多
い
企
業

を
世
界
中
か
ら
選
定
し
、
そ
の
気
候

変
動
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
、
企
業

と
の
協
働
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
企

業
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
建
設
的
な

対
話
）
を
行
う
。
こ
の
評
価
の
指
標

に
は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
基
づ
く
開
示
が
使

わ
れ
る
。

　
「
Ｃ
Ａ
１
０
０
＋
に
は
現
在
、
６

１
５
の
機
関
投
資
家
が
参
加
、
選
定

企
業
は
１
６
７
社
に
上
る
」
と
フ
ロ

ス
ト
氏
。
運
用
資
産
総
額
は
55
兆

㌦
、
選
定
企
業
が
排
出
に
関
わ
る
温

暖
化
ガ
ス
は
、
世
界
の
排
出
量
の
80

％
以
上
と
な
る
。

　
投
資
家
が
企
業
に
気
候
変
動
対
策

を
促
す
取
り
組
み
は
Ｃ
Ａ
１
０
０
＋

の
他
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
・
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
ャ
ー
ズ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｎ

Ｚ
Ａ
Ｍ
）
や
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
・
ア
セ
ッ

ト
オ
ー
ナ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
Ｎ

Ｚ
Ａ
Ｏ
Ａ
）
な
ど
、
数
多
い
。
資
産

運
用
会
社
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
Ｏ
ｎ
ｅ
は
、
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｍ
の
創
設
メ

ン
バ
ー
だ
。
同
社
の
菅
野
氏
は
「
企

業
が
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
重
要
課

題
）
と
し
て
何
を
認
識
し
て
い
る
か

の
把
握
が
投
資
に
は
不
可
欠
」
と
語

る
。
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｍ
加
盟
は
、
そ
こ
へ
の

積
極
的
関
与
の
た
め
だ
と
い
う
。

　
ベ
ー
カ
ー
氏
が
所
属
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｉ

は
、
国
連
な
ど
の
提
唱
に
よ
っ
て
誕

生
し
た
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
あ
る
責
任

投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
の
推
進
を
担

い
、
企
業
の
情
報
開
示
の
指
標
の
標

準
化
に
取
り
組
む
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
提

言
に
基
づ
く
情
報
開
示
に
つ
い
て
、

昨
年
は
ま
だ
懐
疑
的
な
人
も
多
か
っ

た
が
、
こ
の
１
年
で
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
が

要
求
す
る
情
報
開
示
の
標
準
化
が
期

待
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
」
と
ベ

ー
カ
ー
氏
。

　
重
本
氏
は
こ
れ
に
同
意
す
る
一

方
、
気
候
変
動
の
指
標
に
関
す
る
計

算
法
と
、
開
示
の
た
め
の
基
準
が
複

数
存
在
す
る
こ
と
を
、
金
融
機
関
の

多
く
は
憂
慮
し
て
い
る
と
問
題
提
起

し
た
。
透
明
性
が
あ
り
、
世
界
標
準

と
な
り
う
る
基
準
が
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の

提
言
に
沿
う
形
で
統
合
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
気
候
変
動
の
緩
和
に
対
す
る
ア
セ

ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
、

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
の
意

見
が
相
次
い
だ
。
数
年
前
ま
で
、
と

り
わ
け
欧
州
で
は
、
企
業
の
目
を
気

候
変
動
へ
の
対
応
に
向
け
る
に
は
、

ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
投
資
撤
退
）

が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
あ
る
投
資
家
が
資
金
を
引
き

あ
げ
る
と
、
別
の
投
資
家
が
資
金
を

投
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
れ
で

は
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

　
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て

投
資
先
企
業
の
戦
略
や
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
聞
き
、
こ
ち
ら
の

要
望
を
出
す
こ
と
が
重
要
」
と
重
本

氏
。
要
望
の
実
現
ま
で
に
は
３
〜
４

年
か
か
る
が
、
投
資
先
企
業
は
確
実

に
変
化
す
る
と
い
う
。

　
フ
ロ
ス
ト
氏
も
こ
れ
に
同
意
。

「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
企
業

の
変
革
は
、
も
は
や
投
資
の
条
件
」

と
発
言
し
た
。
実
際
、
フ
ロ
ス
ト
氏

所
属
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
、
カ
ル

パ
ー
ス
は
こ
れ
を
実
行
。
ヘ
ッ
ジ
フ

ァ
ン
ド
が
米
石
油
大
手
エ
ク
ソ
ン
モ

ー
ビ
ル
に
対
し
て
50
年
ま
で
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
の
確
約
を

迫
っ
た
と
き
、
カ
ル
パ
ー
ス
は
株
主

と
し
て
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。

　
気
候
変
動
に
対
す
る
取
り
組
み

や
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿

っ
た
情
報
開
示
は
、
長
期
的
に
見
る

と
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
菅
野
氏
は
「
証
拠
を
見
せ
な
が

ら
、
企
業
に
こ
れ
を
納
得
さ
せ
る
の

が
金
融
サ
イ
ド
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
オ

ー
ナ
ー
の
役
割
だ
」
と
語
っ
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
後
に
ベ

ー
カ
ー
氏
が
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

の
要
件
を
満
た
す
情
報
開
示
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
持
つ
と
発
言
。
「
そ
の
利

用
で
報
告
書
の
量
と
質
を
充
実
さ
せ

て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
開
示
の
重
要
な

第
一
歩
だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

開示をめぐる環境変化とアセットオーナーの役割
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広　告

　
サ
ミ
ッ
ト
の
終
わ
り
に
は
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
た
水
野
氏
が
再
登
壇
。

１
日
を
総
括
し
た
。

　
水
野
氏
は
今
年
、
Ｇ
７
を
は
じ
め

と
す
る
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
多
く
が

２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
達
成
を
表
明
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
挙
げ
、
21
年
が
気
候
変
動
問
題

に
関
し
て
極
め
て
重
要
な
年
に
な
る

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
同
氏
は
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言

の
最
終
目
的
は
情
報
の
開
示
自
体
で

は
な
い
。
人
々
が
気
候
変
動
に
関
連

す
る
問
題
の
議
論
が
で
き
る
基
盤
づ

く
り
だ
」
と
論
を
展
開
。
「
投
資
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
誘
導
で
、
人
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
。
そ
の

努
力
が
人
類
の
よ
り
よ
い
未
来
に
つ

な
が
る
」
と
サ
ミ
ッ
ト
の
議
論
の
今

後
の
広
が
り
に
期
待
を
込
め
た
。

国
際
連
合
　

事
務
総
長
特
使    

水
野 

弘
道
氏

主催 共催

　
パ
リ
協
定
で
掲
げ
ら
れ
た
長
期
目

標
を
実
現
す
る
に
は
、
様
々
な
分
野

で
莫
大
な
投
資
が
必
要
だ
。
奈
須
野

氏
は
「
着
実
な
脱
炭
素
化
実
現
に
は

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
移

行
期
の
資
金
調
達
）
が
重
要
」
と
述

べ
、
金
融
分
野
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
「
５
月
に
策
定
し
た
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
基
本
指
針
は
国
際
資
本
市
場

協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
整
合
し
て
い
る
」
と
し
、
指
針
に

基
づ
く
業
種
ご
と
の
分
野
別
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
中
だ
と
報
告
し
た
。

　
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
対
象
は
、
脱
炭

素
化
の
た
め
の
代
替
手
段
が
現
時
点

で
技
術
的
・
経
済
的
に
利
用
で
き
ず

資
金
供
給
の
重
要
性
が
高
い
分
野

だ
。
具
体
的
に
は
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が
多

い
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
、
化
学
、
セ
メ

ン
ト
、
紙
パ
ル
プ
、
電
力
、
ガ
ス
、

石
油
の
７
分
野
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
ど
う
加
速
す
る
か
、
そ
し
て
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
提
言
に
基
づ
く
開
示
の
質
を
ど

う
高
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
企
業

と
投
資
家
の
両
サ
イ
ド
か
ら
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　
ま
ず
パ
ー
ガ
ー
氏
が
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

が
リ
リ
ー
ス
す
る
気
候
関
連
の
指

標
、
目
標
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
10
月
14

日
に
公
表
）
の
概
要
を
紹
介
し
た
。

同
氏
は
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
提
案
は
、

温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
を
含
む

低
炭
素
経
済
へ
の
移
行
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
一
連
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
ア
ク
シ

ョ
ン
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
よ
り
よ
い
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
開
示
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
パ
フ
氏
は
「
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
提
言
は
気
候
関
連
の
リ
ス
ク
と

チ
ャ
ン
ス
を
特
定
し
て
い
く
う
え
で

非
常
に
重
要
だ
」
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

高
く
評
価
し
た
。

　
一
方
、
企
業
側
か
ら
は
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
へ
の
取
り
組
み
の
現

状
が
紹
介
さ
れ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

手
の
イ
タ
リ
ア
企
業
ス
ナ
ム
の
モ
リ

ザ
ニ
氏
は
「
金
融
市
場
に
対
し
て
長

期
的
目
標
を
示
し
、
そ
の
実
現
性
へ

の
信
頼
を
得
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

だ
。
当
社
は
昨
年
、
気
候
変
動
に
対

す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
公
表
し
た

が
、
気
候
変
動
関
連
の
活
動
や
対
応

策
を
透
明
性
の
あ
る
形
で
、
ト
ッ
プ

自
ら
発
表
し
て
い
る
」
と
、
自
社
の

戦
略
と
行
動
へ
の
評
価
の
重
要
性
を

示
唆
し
た
。

　
寺
上
氏
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
タ

ー
に
と
っ
て
は
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
開

示
そ
の
も
の
が
脱
炭
素
社
会
へ
の
挑

戦
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
開
示
を
通

し
て
株
主
や
金
融
機
関
、
投
資
家
と

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
深
め
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
と
し
て
脱
炭

素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
の
加
速

に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
重
要
性
は
投
資
家
側
も
認
識
し
て

い
る
。
林
氏
は
金
融
機
関
の
立
場
か

ら
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
利
用
す
る
企
業
に
グ
リ
ー
ン
ウ

オ
ッ
シ
ン
グ
（
見
せ
か
け
の
エ
コ
）

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
な
が

ら
も
、
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
す
企
業
に
と
っ
て
不
可
欠
。

金
融
機
関
も
積
極
的
に
顧
客
企
業
の

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。
こ
れ
は
受
託
者
責
任
だ
」
と

強
い
意
志
を
示
し
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
さ
ら

に
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
パ
ー
ガ
ー
氏
は

気
候
関
連
情
報
の
開
示
が
資
金
調
達

や
市
場
の
評
価
に
つ
な
が
る
と
し
、

「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
示
さ

れ
る
指
標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
か
ら
、
将
来
的
な
会
社

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
予
測
で
き

る
。
例
え
ば
銀
行
融
資
の
判
断
に
も

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
見

通
し
を
示
し
た
。

　
パ
フ
氏
も
「
持
続
可
能
性
に
リ
ン

ク
し
た
債
券
の
国
際
的
な
発
行
額
は

８
０
０
億
㌦
を
超
え
て
い
る
。
脱
炭

素
化
へ
の
移
行
に
向
け
た
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

の
提
言
を
企
業
が
実
施
す
る
に
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
リ
ン
ク
・

ボ
ン
ド
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
金
融

商
品
が
も
っ
と
必
要
に
な
る
。
前
向

き
な
発
展
の
た
め
の
よ
い
環
境
が
生

ま
れ
る
だ
ろ
う
」
と
同
意
し
た
。

　
林
氏
も
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
は
企
業
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
金
融
機
関
も
高
い
関

心
を
抱
い
て
い
る
。
成
功
事
例
が
増

え
て
い
け
ば
、
市
場
は
さ
ら
に
拡
大

す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
拡
大
基
調

と
の
見
方
が
示
さ
れ
た
。

　
モ
リ
ザ
ニ
氏
は
発
行
体
の
立
場
か

ら
「
２
０
１
９
年
に
発
行
し
た
ク
ラ

イ
メ
イ
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
ボ
ン

ド
で
は
取
引
前
に
１
０
０
人
以
上
の

投
資
家
と
面
会
し
た
。
当
初
は
、
懐

疑
的
な
見
方
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的

に
３
倍
以
上
の
応
募
が
あ
り
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
家
が
全
体
の
４
分
の
１
を
占

め
た
。
市
場
も
ま
た
企
業
の
行
動
や

戦
略
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
」
と
市
場
の
変
化
に
つ
い
て

言
及
し
た
。

　
伊
藤
氏
は
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
不
可
欠
。
開
示
と
資
金

調
達
の
好
循
環
を
ど
う
生
み
出
す
か

に
つ
い
て
、
理
解
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

は
も
は
や
避
け
て
は
通
れ
な
い
グ
ロ

ー
バ
ル
な
課
題
だ
。
髙
島
氏
は
「
日

本
の
銀
行
は
総
じ
て
、
単
純
な
環
境

対
応
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
投
資
撤

退
）
で
は
な
く
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
通
じ
て
顧
客
と
一
緒
に
脱
炭
素

社
会
へ
の
移
行
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と
発
言
し
た
。

　
企
業
が
計
画
や
戦
略
を
開
示
し
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
共
通
認

識
を
持
つ
こ
と
が
、
実
効
性
の
あ
る

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
と

し
て
、
髙
島
氏
は
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言

の
開
示
推
奨
事
項
で
あ
る
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
に
係
る
戦
略
や
温
暖
化
ガ
ス

排
出
量
な
ど
の
情
報
は
、
従
来
の
財

務
情
報
と
同
様
の
重
要
な
位
置
づ
け

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
、
顧
客
に
必
要
な
情
報
開
示
も

推
奨
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

maru 

　
最
後
の
パ
ネ
ル
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提

言
に
基
づ
く
情
報
開
示
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

開
示
）
に
つ
い
て
の
ア
ジ
ア
・
環
太

平
洋
地
域
で
の
課
題
が
主
テ
ー
マ
と

な
っ
た
。
ベ
ラ
ス
テ
ゴ
テ
ィ
ア
氏
は

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
メ
キ
シ
コ

は
気
候
変
動
に
よ
る
物
理
的
リ
ス
ク

に
直
面
し
て
い
る
。
日
本
の
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
が
メ
キ
シ
コ
で
の
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
提
言
に
沿
う

と
と
も
に
重
要
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
の

開
示
を
増
や
し
て
い
く
」
と
の
目
標

を
示
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
討
論
で
は
企
業
に

と
っ
て
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
の
メ
リ
ッ

ト
が
語
ら
れ
た
。
タ
ン
氏
は
「
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
開
示
は
、
事
業
へ
の
気
候
変
動

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
理
解
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
構
築

し
、
将
来
の
変
化
に
耐
え
得
る
ビ
ジ

ネ
ス
を
構
築
す
る
上
で
も
大
変
有
用

だ
」
と
述
べ
た
。

　
田
中
氏
も
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す

る
に
は
、
良
質
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
が
必
要
だ
。
商
船
三
井
は
情
報

開
示
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
ロ
ー
ン
を
得
ら
れ
た
」

と
戦
略
開
示
の
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
た
。

　
大
嶋
氏
は
ア
ジ
ア
・
環
太
平
洋
地

域
で
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
が
進
ん
で
い
な

い
現
状
を
示
し
、
そ
の
原
因
に
つ
い

て
「
日
本
で
は
日
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
お
か
げ
で
多
く
の
企
業
が
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
に
加
入
し
て
い
る
。
し
か
し
ア

ジ
ア
は
国
・
地
域
、
企
業
ご
と
に
状

況
が
違
う
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
が
も

っ
と
多
く
の
企
業
に
認
識
さ
れ
る
べ

き
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
タ
ン
氏
は
「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
を
進

め
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
拡
大
す
る
に
は
外
部
の
確
約
も

重
要
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
投
資
側
も

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、
専
門
家
の
力

も
活
用
し
て
い
く
べ
き
」
と
提
言
し

た
。

　
ま
た
チ
ャ
ン
氏
は
「
Ｄ
Ｂ
Ｓ
銀
行

は
排
出
の
測
定
を
資
金
調
達
の
条
件

と
し
、
優
れ
た
削
減
目
標
に
対
し
て

金
利
を
下
げ
る
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

働
き
か
け
で
ア
ジ
ア
企
業
の
開
示
が

進
む
と
考
え
て
い
る
」
と
金
融
機
関

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
語
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
進
展
に
関
し
て
は
、
商
船
三
井
の

シ
ン
ジ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
式
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
ロ
ー
ン
を
例
に
議
論
が
進
ん

だ
。
田
中
氏
は
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

ロ
ー
ン
を
得
る
た
め
に
は
、
確
か
な

戦
略
や
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
当
社

は
全
て
の
要
件
が
承
認
さ
れ
、
認
識

さ
れ
た
こ
と
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ロ

ー
ン
よ
り
も
好
条
件
の
調
達
に
つ
な

が
っ
た
」
と
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
の
メ
リ

ッ
ト
を
示
し
た
。

　
チ
ャ
ン
氏
は
こ
れ
を
受
け
「
ゴ
ー

ル
は
ど
こ
か
。
パ
リ
協
定
に
沿
っ
た

も
の
か
。削
減
目
標
は
測
定
可
能
か
。

金
融
機
関
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
、
信
頼
性
の
あ
る
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ロ
ー
ン
を
組
成
す

る
。
商
船
三
井
の
事
例
は
よ
い
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
だ
」
と
高
く
評
価
し
た
。

　
ア
ジ
ア
で
は
国
や
地
域
、
企
業
ご

と
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が

異
な
る
。
大
嶋
氏
は
「
現
在
は
明
確

な
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な

い
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
定
義
も
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
こ
の
曖
昧
さ
ゆ
え
に
、
脱
炭
素

へ
の
移
行
に
踏
み
切
れ
な
い
企
業
も

多
い
。
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
の
か
、
様
々
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
課
題

を
提
起
し
た
。

　
藤
村
氏
は
討
論
を
振
り
返
り
「
グ

ロ
ー
バ
ル
に
カ
ー
ボ
ン
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

を
実
現
す
る
に
は
、
ア
ジ
ア
・
環
太

平
洋
地
域
の
脱
炭
素
化
が
重
要
だ
。

ア
ジ
ア
の
多
く
は
ま
だ
新
興
市
場
で

あ
り
、
迅
速
な
脱
炭
素
化
は
現
実
的

で
は
な
い
。
移
行
の
た
め
に
は
、
も

ち
ろ
ん
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
重
要
な
役

割
を
担
う
。
適
切
な
開
示
が
資
金
調

達
の
局
面
で
も
有
利
に
な
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
、
伝
わ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
日
本
の
や
り
方
が
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
と
思

う
」
と
総
括
し
た
。

TCFDとトランジション戦略

環太平洋地域とTCFD開示

パーガー氏
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パフ氏
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寺上氏

林氏

脱
炭
素
社
会
実
現
を
後
押
し

大嶋氏

藤村氏

髙島氏

田中氏

チャン氏

べラステゴティア氏

タン氏

トランジションに投資を

アジアの取り組みカギ
　開示の実利、理解半ば
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